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志田神田
遺跡

集落 縄文時代
弥生時代
平安時代
中世
近世

掘立柱建物
井戸
土坑
鹿谷川旧流路

縄文土器
弥生土器
土師器
須恵器
陶磁器
石器・石製品
木製品・堅果類
金属製品・銅銭

　鹿谷川右岸の緩傾斜地に
立地する集落遺跡である。

要　約

　弥生時代から近世まで断続的に営まれた集落遺跡である。検出した掘立柱建物の多く
は平安時代に属し、集落の南端を通る鹿谷川旧流路からは墨書や漆書された土器のほか
風字硯などが出土している。また、鹿谷川旧流路の肩部付近では、トチやクリなどの堅
果類を流水に晒していたと考えられる土坑８基が流路の曲線に沿って並んで出土した。
このうちの１基からは赤彩された組み合わせ式布巻具（木製品）と弥生時代中期後葉の
壺の破片が出土している。
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